
 

  

ＭＳ３２０-２８０１８/１９（イルミ付）
ＭＳ３２０-２８０２０/２１
フロントグリル 取付・取扱要領書

この度はＴＲＤフロントグリルをお買い上げいただきありがとうございます。
本書には本商品の取付け・取扱いについての要領と注意事項を記載してあります。
取付け前に必ずお読みのうえ、正しい取付け・取扱いを実施してください。
なお、本書の取扱い上のご注意(ご使用になるお客様へ)は必ずお客様にお渡しください。

・最新の適合情報はTRDカタログサイトをご覧ください。http://www.trdparts.jp/

構成部品

※確認・本商品が到着後、すぐに本体に破損がないこと、付属品が全てそろっていることを確認してください。

  本商品は未登録車への取付けはできません。必ず車両登録後に行ってください。

以下、MS320-28018/19-**(イルミ付)のみに同梱

②
①
№ 品　名 個数

4
フロントグリル 1

1
ラバーワッシャー

備考

③ 取付・取扱要領書（本書）

④
№ 品　名 個数 備考

⑦

1ハーネスＡ
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⑧

⑥

クッション １００×５０

黒

割り込み接続ハーネス

中間接続ハーネス
L＝１５０mm
L＝２００mm
1

本書

■品番・適合一覧表

MS320-28018/20-A0

MS320-28018/20-C0

品番 備考塗装色

ﾎﾜｲﾄﾊﾟｰﾙｸﾘｽﾀﾙｼｬｲﾝ（070）

ﾌﾞﾗｯｸ（202）

MS320-28018/20-C3 ｲﾅｽﾞﾏｽﾊﾟｰｸﾘﾝｸﾞｶﾞﾗｽﾌﾚｰｸ（224）

MS320-28018/20-C1 ﾌﾞﾗｷｯｼｭｱｹﾞﾊｶﾞﾗｽﾌﾚｰｸ（221）

MS320-28019/21-NP 未塗装品（ﾌﾟﾗｲﾏｰ処理品）

2

　
⑤ 1ハーネスＢ
結束バンド 7
結束バンド　大

以下、MS320-28019/21-NP(未塗装品セット)のみに同梱

⑨
№ 品　名 個数 備考

1アウター別ピース
⑩ 2リベット

Ｋ－５００⑪ 1ＰＡＣプライマー

ヴォクシー　
Ｖ・Ｘ用(ＨＹＢＲＩＤ含む)  '１７．０７～



④～⑧はイルミ付にのみ同梱

構成部品図

①

③②

④

⑨ ⑩ ⑪

⑤
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⑦⑥

⑨～⑪は未塗装品にのみ同梱

注意事項
・取り扱いには十分注意してください

構成部品

使用道具

この度は、本製品をお買上げ下さい
まして誠に有り難うございます。

・ドライバー
・スパナ
・トルクスレンチ

○○○○○

取付説明書

⑧

ＰＡＣプライマー
K－５００

　　　
　　　　　　　　　　

引火性固体 危険等級Ⅲ

切り口 有効期限/ＬＯＴ Ｎｏ:枠外に記載

火気厳禁

湿分・水分厳禁

接着促進剤

内用物重量：3.5ｇ

３Ｍ
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 やってはいけないこと 

 
 

 

アドバイス

注意

警告
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！

作業を行う前に必ずお読みになり、安全で確実な取付け作業を行ってください。
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警告

注意

！

！

取付上のご注意（取付作業者の方へ）

この内容に従わず、誤った取付け・取扱いを行うと生命の危険または、
重大な傷害等を負う可能性がある内容について記載しています。

注意事項を守らないで、誤った取付け・取扱いを行うと事故につながったり、
ケガをしたり、車両を損傷する等の恐れがある事を記載しています。

スピーディに作業していただく上で知っておいていただきたいことを
記載しています。

必ず行なっていただくこと

本商品への改造・加工、及び適合車種以外への装着は、重大な事故や故障を招く恐れがありますので
絶対に行わないでください。

本商品の取付け・交換は、該当車両の修理書(トヨタ自動車㈱発行)に従い、本書の注意事項をまもり
作業を行ってください。

取付け作業は規定トルクに従って、確実に締付けてください。締め付けが足らないと脱落などにより
重大な事故や故障を招く恐れがあります。

本商品を取付け前に、本体・構成部品がすべて揃っていること、損傷や不具合が無いことを確認して
ください。取付け後に発覚した損傷や不具合のクレームには、対応できない場合があります。

本商品の取付けは、キズ付き防止のため保護シートの上で取扱いを行ない、同時に取付け部位を保護材にて
養生をした上で作業を行ってください。取付け作業時のキズ付きや破損に十分に注意してください。

脱脂作業について（別添の脱脂作業要領も参考にしてください。）

脱脂作業を行う際は、清潔なウエスを使用して、ホワイトガソリン、イソプロピルアルコール(ＩＰＡ)
または「(株)タクティー取扱いのシリコンオフ」を使用して確実な脱脂を行ってください。
指定以外のシリコンオフは使用しないでください。

脱脂作業にボディーコーティング等の下地処理剤や、パーツクリーナー、ブレーキクリーナーなどの溶剤は
絶対に使用しないでください。正しく脱脂が出来ず浮き、剥がれの原因となります。

両面テープについて
脱脂作業を怠ると両面テープを接着しても剥がれます。

両面テープは一度貼り付けてから剥がしますと、接着力は低下しますので再貼り付けはできません。

本商品の両面テープは、環境温度が２０℃以下の低温時には接着能力が著しく低下します。
温度が足らないと両面テープが剥がれます。

両面テープの圧着は４９Ｎ（５ｋｇｆ）以上(車両が軽く揺れる程度)で確実に行ってください。
圧着が足らないと両面テープが剥がれます。

本商品の取付け後２４時間は、洗車や水(水拭きを含む)・雨などが、かからないようにしてください。
装着後の注意事項を守らなかった場合、製品の浮き、剥がれの原因となります。

未塗装品の塗装作業について

本商品は塗装前に下地処理が必要です、必ずサフェーサー塗装から始めてください。

本商品に塗装をする際は、両面テープを全面マスキングしてください。

乾燥させる際は製品の変形の無いよう固定してください。又、乾燥温度が高いと変形やひび割れを
起こしますので７０℃以下で乾燥させてください。

取付けが終わったら
取付け後、本商品と車両との干渉が無いことを確認してください。

作業にバッテリーのマイナス端子を外した場合は、作業終了後にシステム設定・確認を行ってください。
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５．取付け後の確認・点検・回路図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４

取付けに必要な工具・保護具・消耗品
・加工用工具（ハサミ、カッター、ニッパー等）・ヤスリ ・リベッター

・保護メガネ・軍手・保護シート・保護テープ・マスキングテープ

・ホワイトガソリン又はイソプロピルアルコール（ＩＰＡ）・清潔なウエス

■

■
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■ 取付構成図

図1

 1.図１のようにアウター別ピース⑨をボディ色で塗装する。

■未塗装品の取扱いについて
下記は、未塗装品(MS320-28019/21-NP)の塗装前、塗装後の作業を記載しています。下記要領に従い作業を行ってください。

□フロントスポイラーの塗装
※本取付・取扱要領書は、主にＬＨを示しております、ＲＨも同様に行ってください。

注意：脱脂をする場合は、ＩＰＡ又はホワイトガソリンを使用し、シリコンオフおよびシンナーは使
　　　用しないでください。プライマーが溶ける恐れがあります。
！

注意：乾燥温度を70℃以上に上げますと､製品に変形や割れが発生しますので乾燥温度には十分注意し
　　　てください。強制乾燥させる場合は製品が変形しないように固定してください。
！

Ａ

Ａ

アウター別ピース⑨

ボディ色
塗装範囲

Ａ―Ａ

フロントグリル①
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 1.図２のようにフロントグリル①の離型紙を、矢印の向きに約３０mm剥がし、マスキングテープ等で表側
　 に貼付ける。

フロントグリル①

図2

離型紙

マスキングテープ

注意：両面テープの離型紙をすべて剥がしてしまうと、正しい取付位置に取付けが出来なくなります。！

□アウター別ピースの貼付け

図3

2.図３のように両面テープ貼付部の汚れを取り除き、ＩＰＡ又はホワイトガソリンで一方向にふいて脱脂
し、ＰＡＣプライマー⑪を塗布し、アウター別ピース⑨をかぶせる。　　　　　　

(左右各２箇所）

フロントグリル①

フロントグリル①

注意：脱脂を行う際、上記以外の溶剤は使用しないでください。油脂分が残り、テープが剥がれる
　　　原因になります。又、プライマーのはみ出しは、シミの原因になりますので注意してください。
！

アドバイス：脱脂、プライマー塗布後は、１０分以上乾燥させてください。

アウター別ピース⑨

両面テープ貼り付け面にＰＡＣプライマーを塗布

アウター別ピース⑨

図4  3.図４のようにリベット⑩を差し込みマスキ
　 ングテープ等で仮固定する。
　 　　　　　　　　　　　　(左右各１箇所）

リベット⑩

差し込み
マスキングテープで
仮固定する

注意：この時点でリベット⑩を打ち込んで
　　　しまうと離形紙が剥がせなくなって
　　　しまう場合があります。

！
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 1.当該車両の修理書に従い、フロントバン
   パー、純正フロントグリルを取外す。
　 その際に、車両ハーネスを純正フロントグ
　 リルから取り外す。

□取付準備図6

 2.図７のように取り外した車両ハーネスを
　 フロントグリル①に取り付ける。
　　　　　　　　　　　　　　　（５箇所）

図7

図5

フロントグリル①

フロントグリル①

フロントグリル①アウター別ピース⑨

取付詳細図

センター部

（センター部）

アウター
別ピース⑨

上面1㎜隙狙い

 4.図５のように各部のスキが一定になっていることを確認し、離形紙を番号順に剥がしながら貼付け圧
　 着する。 　　　　　　　　　　　　　　                                         (左右各２箇所）

 6.仮固定したリベット⑩を打ち込み固定する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （左右各１箇所）

｛４９Ｎ（５Ｋｇｆ）以上｝

固定

１

２

２

１

！ 注意：両面テープの接着力最大限に発揮させる為、貼付け作業前に両面テープ部及び車両の貼付け部を
      ドライヤー等で約４０℃程度に暖めてください。

！ 注意：両面テープの離型紙を指示した順に剥がさなかった場合、隙が発生する恐れがあります。

警告：両面テープは十分に圧着して下さい。
      圧着が不十分な場合は、浮き剥れの発生する恐れがあります。
！

注意：取外した車両ボルトとクリップ、
　　　車両ハーネスは、再使用しますの
　　　で、無くさない様に必ず保管して
　　　ください。

！

フロントバンパー

純正フロントグリル

※○車両ハーネス取付部
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図9

図10

 3.図８のように純正フロントグリル上部が止
　 まっていた車両フレーム、ヘッドライトを
   汚れを取り除き、ＩＰＡ又はホワイトガソ
   リンで一方向にふいて脱脂する。
 　　　　　　　　　 　　　（左右各２箇所）

 4.脱脂した箇所にラバーワッシャー②を貼り
　 付ける。　　　　　　　 （左右各２箇所） 

図8

 2.図10のように車両タッピングスクリュー、
   車両クリップでフロントグリル①とフロン
   トバンパーを組付ける。
　　　　　　 （車両クリップ左右各１箇所）
 （車両タッピングスクリュー左右各１箇所）

□取付要領
 1.図９の断面図のようにフロントグリル①下
   側にフロントバンパーのツメを差し込む。
 　　　　　　　　　　　　　（左右各３箇所）

注意：下側のツメはカチッと音がするま
　　　で確実に押込んでください。
！

脱脂

ワッシャー②
（左右各２箇所）

車両クリップ
（左右各１箇所）

車両前方

フロント
　バンパー

フロント
　　グリル①

フレーム

ヘッドライト

アドバイス:脱脂作業を行う際は、換気に
           注意して、火気を近づけない
           よう注意してください。

アドバイス:脱脂作業要領書(別紙)を参照
　　　　　 してください。

フロントバンパー

フロントバンパー

フロントバンパーの
ツメをカチッと
音がするまで押込む

フロント
　　グリル①

車両タッピングスクリュー
　　　　　（左右各１箇所）

図11

フロント
バンパー

車両クリップ
（左右各２箇所）

※イルミなしは、
　以下の3.～5. 作業を行ってください。
　イルミありは、
　次ページからのハーネスの配策を行った後で、
　3.～5. 作業を行ってください。

フロントグリル①

 3.車両にフロントバンパーとフロントグリル
   ①をかぶせる。
 4.図11のようにフロントグリル①上側を車両
   クリップで固定する。
                         （左右各２箇所） 
 5.当該車両の修理書に従い、フロントバン
   パーを取り付ける。

イルミありは、Ｐ９からのイルミネーション
の取付けへ進んでください。



□エンジンルーム内配線の組付け

 2.図13のように、ワイパー５Ｐコネクターを外し、ハーネスＡ④５Ｐコネクターを割り込ませて接続する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１箇所）

 1.図12のように、ハーネスＡ④を引廻し、車両配線に沿って配置する。

！注意：製品ハーネスの経路上に鋭利なエッジが無いようにしてください。

■ イルミネーション取付けについて
下記は、イルミネーションの取付け準備・配線作業を記載しています。
該当車両の修理書（トヨタ自動車㈱発行）に従い、本書の注意事項・要領のとおり作業を行ってくだ
さい。

！注意：製品ハーネスの経路上に鋭利なエッジが無いようにしてください。

ハーネスＡ④
５Ｐコネクター

ウォッシャー
タンク

ハーネスＡ④２Ｐコネクター

ハーネスＡ④

車両配線

ハーネスＡ④
アース端子

ハーネスＡ④
５Ｐコネクター

※フロントＲＨ側

ハーネスＡ④

図12から ※エンジンルームＲＨ側

ハーネスＡ④ＬＥＤ
デイタイムランプ用
２Ｐコネクター

図13ヘ

ヒューズ

車両配線を
接続する。

ハーネスＡ④
５Ｐコネクター

ハーネスＡ④
５Ｐコネクター

ワイパー
５Ｐコネクター

車両配線

外す

接続する

図12

図13
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 3.図14のように、ワイパー５Ｐコネクターと接続したハーネスＡ④５Ｐコネクターに、クッション⑧を巻き
   付ける。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(１箇所)

！注意：製品ハーネスを束ねる際に、無理に引っ張ったり曲げたりしないように注意してください。

 4.図14のように、車両配線に沿ってクッション部を結束バンド大⑦で仮固定する。　　　　　　　(１箇所)

 5.図15のように、ハーネスＡ④ヒューズ部をヒューズのフタが上を向くように配策し、結束バンド⑥を使用
   して車両配線に仮固定する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(１箇所）

ハーネスＡ④

ハーネスＡ④
５Ｐコネクター

ワイパー５Ｐコネクター

車両配線　

部結束バンド大⑦固定位置

車両配線

ヒューズ

ハーネスＡ④

図16ヘ

部結束バンド③固定位置

ヒューズ

車両配線に固定する

ハーネスＡ④
５Ｐコネクター

結束バンド⑥

ヒューズの裏側に結束
バンド⑥を通す

ヒューズ

Ⅹ

ハーネスＡ④

ヒューズの裏側
に結束バンド⑦
を通す

結束バンド⑦

　xｘ

?

ｘ

０おｑｋ８

クッション⑧

コネクター接続部に
クッション⑧を巻き付ける

車両配線側
５Ｐコネクター

ハーネスＡ④
５Ｐコネクター

図15

図14
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 6.図16のように、ハーネスＡ④アース端子を図中のアースポイントに接続して締め付ける。〔８．５Ｎ･ｍ]

！注意：製品ハーネスの経路上に鋭利なエッジが無いようにしてください。

車両配線

ハーネスＡ④
アース端子

車両アースポイント
に接続する

ハーネスＡ④

※フロントＲＨ側

図15から

ハーネスＡ④
２Ｐコネクター

アース
端子

ハーネスＡ④－端子
締付位置

図16
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 5.図18のように、ハーネスＢ⑤を結束バンド⑥を使用して車両配線に沿って車両配線固定部に仮固定する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２箇所)

 4.図18のように、ハーネスＢ⑤を、車両配線に沿って配置する。

！注意：製品ハーネスの経路上に鋭利なエッジが無いようにしてください。

！注意：結束バンドが素線部にかからない様に注意してください。

 3.図17のように、ハーネスＢ⑤を結束バンド大⑦を使用して車両配線に沿って車両配線固定部に仮固定する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１箇所)

 1.図17のように、ハーネスＢ⑤を、車両配線に沿って配置する。

 2.図17のように、ハーネスＡ④２ＰコネクターとハーネスＢ②２Ｐコネクターを接続する。　　 （１箇所)

！注意：製品ハーネスの経路上に鋭利なエッジが無いようにしてください。

□製品ハーネスの引廻し

！注意：結束バンドが素線部にかからない様に注意してください。

※ウォッシャータンク
上部拡大視

図17から

図18ヘハーネスＡ④

ハーネスＡ④
２Ｐコネクター

ハーネスＢ⑤
２Ｐコネクター

部結束バンド大⑦固定位置

ハーネスＢ⑤

部結束バンド⑥固定位置

※ウォッシャータンク
注入口付近拡大視

車両配線

図19ヘ

ハーネスＢ⑤

車両配線

配線固定部

配線固定部

図17

図18
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□点灯確認

 6.図19のように、車両配線に沿ってハーネスＢ⑤を配置する。
 7.図19のように、ハーネスＢ⑤を結束バンド⑥を使用して車両配線に沿って配線固定部に仮固定する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４箇所）

！注意：ハーネスの取り廻し経路上に、鋭利なエッジが無いようにしてください。
　　　　又、結束バンドが素線部にかからない様に注意してください。

 1.車両へフロントバンパーを組付ける。
 2.ハーネスＢ⑤２Ｐコネクターとフロントグリル①ハーネス２Ｐコネクターを接続する。
 3.バッテリー－端子を復元する。
 4.イグニッションＯＮの状態にしてイルミネーションが正常に点灯することを確認する。
 5.車両修理書に従い、外した全ての部品を復元する。

フロントグリル①
２Ｐコネクター

ハーネスＢ⑤
２Ｐコネクター

接続する

図20ヘ

図18から

配線固定部

※エンジンルーム
正面視拡大図

車両配線

ハーネスＢ⑤

部結束バンド⑥固定位置

グリルイルミネーション

 1.車両にフロントバンパーをかぶせ仮合わせ
   する。
 2.図20のように、ハーネスＢ⑤２Ｐコネクタ
   ーとグリルイルミネーションの２Ｐコネク
   ターを接続する。
 3.バッテリー－端子を仮接続し、イグニッシ
   ョンＯＮの状態にしてグリルイルミネーシ
   ョンランプが正常に点灯することを確認す
   る。
 4.仮接続した－端子とグリルイルミネーショ
   ンのコネクターを取外す。
 5.車両から仮合わせしたフロントバンパーを
   取外す。
 6.点灯確認後、仮固定している各部の結束バ
   ンド⑥と結束バンド大⑦のハーネスの張り
   ・弛みを調整し、干渉等が無いことを確認
   して本締めする。　　　　　　　(９箇所)

      

     ■取付完了後の点検・注意事項
１．フロントグリル、及びフロントバンパーがスクリュー・クリップにて、車両に確実に取付け
　　られていることを確認する。
２．製品、及び車両部品に傷を付けていないことを確認する。
３．ワイパーの作動点検を行う。
４．イグニッションＯＮの状態でイルミネーションが正常に点灯することを確認する。
５. 該当車両の修理書に従い、取付けに伴い脱着した部位の調整・再設定を行ってください。

□フロントバンパーの復元

図19
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図20
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□接続

1.図21のようにハーネスＢ⑤４Ｐコネクター
  とフロントグリル①の４Ｐコネクターを接
　続する。
 2.バッテリー－端子を復元する。
 3.イグニッションＯＮの状態にしてイルミネー
   ションが正常に点灯することを確認する。

フロントグリル①
４Ｐコネクター

ハーネス⑤
４Ｐコネクター

接続する

図21

□回路図

    ■取付完了後の点検・注意事項
１．フロントグリル、及びフロントバンパーがスクリュー・クリップにて、車両に確実に取付け
　　られているか点検する。
２．製品、及び車両部品に傷を付けていないか点検する。
３．ワイパーの作動点検を行う。
４．イグニッションＯＮの状態でイルミネーションが正常に点灯することを確認する。
５. 該当車両の修理書に従い、取付けに伴い脱着した部位の調整・再設定を行ってください。

※ヒューズ交換する際の使用ヒューズは２Ａを厳守の事。

GRILL
ILLMINATION

(R)
(B)

(B)
(G)

(R)
(B) ILL-RH
(R)
(B)

HARNESS A

IG
wiper
motor

HARNESS B

(W)
(G)

(W)
(R)

(R)

(B)

(G)
(W)
(W/B)

(R)

(B)

(G)
(W)
(W/B)

(R)

(B)

(G)
(W)
(W/B)

ILL-LH(B)
(R)

(R)
(B)

(R)
(B)

※以下作業が終了したらＰ８の作業を行い、
　車両を復元してください。


